
すぐにできる、防災のアイデアを発信するプロジェクト

「ソナエラボ」がスタート
国⺠生活産業・消費者団体連合会（本部：東京都中央区、会⻑：清水信次、略称：生団連）は、
災害時の生活者の自助力向上の一助になることを目的に、「すぐにできる、防災のアイデア」を発信するプロジェ
クト「ソナエラボ」を6月20日にスタートし、その情報発信手段としてFacebookページを同日に立ち上げました。

【本件に関するお問い合わせ先】
国⺠生活産業・消費者団体連合会（略称：生団連） 担当：伊藤

電話：03-3662-5240 E-mail：jimu@seidanren.jp HP：http://www.seidanren.jp
〒103-0023 東京都中央区日本橋本町3-6-2 小津本館ビル7階

平成28年6月20日

◆「ソナエラボ」フェイスブックページ
URL: https://www.facebook.com/sonaelabo/

※順次、当連合会の特徴である多岐にわたる会員企業・団体のリソース
を活用し、定期的に情報を発信することでコンテンツの充実を図り、
活動の幅を広げてまいります。

↑「ソナエラボ」のロゴ

◆災害時の「女性視点の欠如」と「自助の重要性」
過去の災害で改めて浮き彫りになった課題の一つに「女性視点の欠如」があげられます。また、防災対策を考
える上で「公助・共助・自助」という考え方がありますが、国全体が混乱に陥る災害時には特に生活者一人ひと
りの「自助」の重要性が改めて見直されました。

◆進まない家庭の防災。「すぐにできる、防災のアイデア」で第一歩のきっかけに。
特に災害時に弱者になりうる子育て世代の女性を対象に防災に関する意識調査を行い、家庭で防災が進
まない理由を探りました。その結果、「やらなければいけないとわかっているが、何からやればよいかわからない。」と
いった生活者の本音があることがわかりました。また、防災を特別なもの（非日常）と捉え、自らハードルを上げ
ることで、防災の第一歩を踏み出すことができない傾向にあることがわかりました。
ソナエラボでは、そういった子育て世代の女性を対象にいつものくらしの中ではじめられる「すぐにできる、防災の
アイデア」を発信し、「これならできる」と第一歩を踏み出すきっかけになることを目指します。

https://www.facebook.com/sonaelabo/

